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The purpose of this study is to obtain a new perspective from biomechanical data 
concerning the relationship pattern the technical characters of throwing techniques 
and the effect of disheveled Judogi. The subjects of the experiment, Tori (on offensive) 
and Uke (on defensive) were judo experts. They perform an exercise of throwing 
technics which are divided with three styles, (i) Osotogari, (ii) Uchimata, and (iii) 
Tomoenage, under two specific conditions, (A) Uke’s Obi (belt) fastened (FO) and (B) 
Uke’s Obi disheveled (DO). The result shows that a different displacement of the 
center of gravity on front-back direction is observed, and in particular the Tori played 
different patterns of throwing action in Tomoenage. The examination of the 
experiment indicates that DO has a effect on a pull-and-push motion on the front-back 
direction. Besides, the performance of Tomoenage under the same condition suggests 
that the higher level of throwing technique tend to receive some special effect of Obi’s 
untidiness on the performance. However, on expert performed throwing by making a 
good use of the disheveled Obi of Uke. This indicates the necessary of examining the 
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と」、袖の太さは、「腕の太さに対し 10～15 センチの幅があること」と International Judo 
Federation：国際柔道連盟（以下 IJF）の規定において定められている 23）。また 2011 年
世界柔道選手権大会から、従来の規定に、上衣や下穿きの長さ、エンブレムやロゴの素材・
マーキング位置などのより詳細な規定が加えられた。2013 年には IJF 主催大会のみでな

















として、2009 年 1 月には「立ち姿勢における攻撃・防御の中で、直接ズボンを握った場
合は、『指導』が与えられる」といった禁止事項が追加され、翌年 2010 年 4 月からは同行
為による「反則負け」が適用されるようになった（ただし、この時点では連絡技として脚
を取ること、返し技で脚を取ること、相手が標準的でない組手をした場合は除く）。更に、









































表 2-1 被検者の身体特性・競技歴・段位・組手 
    身長（cm） 体重（kg） 年齢（yrs） 競技歴（yrs）  段位 組手 
取 175 100 24 19 4 右 































と左斜め前方向の 2 方向からそれぞれ 10m 離れた地点の三脚上に設置し、床面からレン
ズまでの高さは 1.1m とし、被写体が画面のほぼ中央に写るようにした。光量調節のため、
証明としてライト 5 台を照度調整しながら配置し、コントラストの調整として後方に暗幕


























 取は受が①帯を結んだ状態（FO）、②帯を結ばない状態（DO）の 2 条件で大外刈、内股、



















図 2-2 リフレクティブマーカー 
の貼り付け位置 
図 2-3 帯を結んだ状態（FO） 






実施された 3 試行のうち、内省を 1（悪い）～5（良い）で評価させ、最も評価の高かっ












位の 2 つをパラメータとし、それぞれの技の運動経過を区分した 10）。 
大外刈の運動経過を、A～D の 4 時点に区分した（図 2-5）。①A: 取の支持足が One Step
で着床した時点。②B: 取の作用足が前方に完全に振り出された時点。③C: 取の作用足が
受の下肢に接した時点。④D: 受の腕部が畳に着床した時点。動作開始から A 時点までを
「崩し」局面、A 時点から B 時点までを「作り」局面、B 時点から D 時点までを「掛け」
局面とした。 
内股の運動経過は A～D の 4 時点に区分した（図 2-6）。①A： 取の作用足が着床した時
点。③B: 取の軸足が着床した時点。④C: 取の作用足が受の内側大腿部に接した時点。⑤
D: 受の腕部が畳に着床した時点。動作開始から A 時点までを「崩し」局面、A 時点から
C 時点までを「作り」局面、C 時点から D 時点までを「掛け」局面とした。 
巴投の運動経過は A～D の 4 時点に区分した（図 2-7）。①A: 取の作用足が離床した時
点。②B: 取の作用足が受の下腹部に接した時点③C：取の臀部が着床した時点④D: 受の
腕部が畳に着床した時点。動作開始から A 時点までを「崩し」局面、A 時点から B 時点ま




 サンプリングレート 200Hz のハイスピードカメラ（ディテクト社製, HAS-220）2 台で
撮影した映像をパソコン（Lenovo G550 2958GCJ, IBM 社製）に取り込み、動作解析ソ
フト（Frame DIAS Ⅱ Ver. 3, DKH 社製）を使用してデジタイズを行った。受は柔道衣
の上着を着用しているため受けの上肢におけるデジタイズは任意で行った。キャリブレー
ションはキャリブレーションフレームによる 9 点測定を行い、3 次元 DLT 法で座標を算出









































図 2-6 内股の運動経過（左から A 時点, B 時点, C 時点, D 時点） 
図 2-7 巴投の運動経過（左上 A 時点, 右上 B 時点, 左下 C 時点, 右下 D 時点） 








 大外刈の総動作時間と各局面の割合を表 3-1 に、施技開始からの各局面における身体重
心変位距離を表 3-2 にそれぞれ示した。 
 
 
表 3-1 総動作時間と各局面の割合 
技名 条件 
 崩し（開始-A）   作り（A-B）   掛け（B-D） Total（開始-D）
  秒  ％   秒  ％   秒  ％   秒  ％
大外刈 
FO 0.295 26.7 0.305 27.6 0.505 45.7 1.05 100
DO 0.26 24.8 0.305 29.0 0.485 46.2 1.105 100
 
 







を受に起こさせている」と述べている。本研究においても、A 時点から B 時点の移行期間
においてマイナス方向への重心変位が両条件において確認された（図 3-1, 図 3-2）。つま
り、一度投げられる方向とは逆の方向に変位している。 
また、両条件において受の重心点は運動開始前の位置より上昇することなく落下した
（図 3-3, 図 3-4）。大外刈は「偶力」によって相手を投げる技である。「偶力」とは大きさ






た（図 3-1, 図 3-2）。FO 時は C 時点に入る前に交わっているが、DO 時は C 時点後に交
技名 軸 条件 
 A  B  C  D 
   取    受    取    受    取    受    取    受 
大外刈 
X 
FO 19.36 0.17 56.22 －4.08 53.73 3.57 49.19 10.73
DO 21.87 0.86 60.67 －4.24 58.19 2.23 54.38 8.93
Y 
FO 1.21 0.36 －3.37 13.54 －6.85 16.18 －10.11 14.80
DO 1.09 1.62 －5.55 12.66 －7.36 15.0 －6.73 18.49
Z 
FO 1.66 1.48 5.39 －0.06 0.17 1.03 －5.27 －27.33




図 3-4 DO 時における上下方向の重心変位
わっている。取と受の X 軸方向における作り局面の変位距離を見ると、DO 時は FO 時に
比べ、取はプラス方向に、受はマイナス方向により多くの重心変位が確認された。つまり、











 内股の総動作時間と各局面の割合を表 3-3 に、施技開始からの各局面における身体重心
変位距離を表 3-4 にそれぞれ示した。 
 
 
表 3-3 総動作時間と各局面の割合 
技名 条件 
崩し（開始-A） 作り（A-B） 掛け（B-D） Total（開始-D） 
   秒   ％   秒  ％   秒  ％    秒   ％
内股 
FO 0.175 17.7 0.305 30.8 0.51 51.5 1.005 100
DO 0.18 17.9 0.27 26.9 0.555 55.2 0.99 100
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表 3-4 施技開始からの各局面における身体重心変位距離（cm） 
技名 軸 条件 
   A    B   C    D 
   取    受    取    受   取    受    取    受 
内股 
X 
FO －18.18 4.18 －35.60 13.28 －42.88 16.76 －64.77 37.35
DO －16.14 3.45 －30.53 11.08 －41.66 18.98 －54.50 36.32
Y 
FO －0.45 1.26 2.13 2.61 6.92 0.62 16.55 －28.22
DO －1.13 0.90 1.11 2.44 7.45 －0.05 16.81 －27.14
Z 
FO 5.69 0.57 －0.35 2.39 －4.25 4.29 －0.23 －22.44










認された（図 3-5, 図 3-6）。これらの結果から両条件ともに受の姿勢反射を利用した合目
的な施技であるといえる。  
橋本ら 5）は内股における重心変位に関して「投技開始時の『掛け』の時点で取の身体重
心は 1 度約 20cm 下方へ変位し、再び上昇した」と報告している。本研究では、両条件の






内股の掛け方に関して Minamitani ら 12）は従来の前回さばきを用いる方法（Conventional 
Technique, 以下 C. T.法）と身体の前回りさばきを支持足一本で行う方法（Flamingo 
Technique, 以下 F. T. 法）を実施した結果、F. T. 法における技の有効性を報告している。
本研究における両脚の遊脚は素早く「作り」局面に移行する F. T. 法に類似した動作であ
ることから有効性のある動作であるといえる。 
本研究で実施した 3 施技のうち、内股においてのみ DO 時の総動作時間が短い結果とな
った（表 3-3）。動作時間の速さは熟練者の特性を判断する上で重要なパラメータであるこ















変位距離を表 3-6 にそれぞれ示した。 
 
 
表 3-5 総動作時間と各局面の割合 
 
 
表 3-6 施技開始からの各局面における身体重心変位距離（cm） 
技名 軸 条件 
   A    B   C   D 
   取   受     取    受    取    受    取  受 
巴投 
X 
FO 5.56 8.53 25.54 74.44 27.11 67.39 46.43 202.31 
DO 9.83 9.49 34.71 65.42 26.19 43.40 53.64 202.58 
Y 
FO －3.39 －2.30 －9.66 11.23 －9.39 12.13 －7.50 70.30 
DO －3.62 0.51 －8.18 20.98 －10.31 11.93 －5.99 85.84 
Z 
FO －13.57 －0.06 －50.89 －14.06 －53.75 －14.83 －55.93 －40.96 
DO －18.49 －0.38 －53.65 －16.38 －45.16 －12.13 －54.83 －43.42 
技名 条件 
崩し（開始‐A） 作り（A‐B） 掛け（B-D） Total（開始-D） 
   秒    ％    秒    ％    秒    ％    秒    ％
巴投 
FO 0.19 16.3 0.385 33.0 0.59 50.6 1.11 100
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図 3-5 FO 時における左右方向の重心変位 図 3-6 DO 時における左右方向の重心変位 
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